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　文学の形式に関する概念は，当然内容に関する概念よりも明晰且判明であるといわれるか，ドイ

ツ詩法の概念の中には，乱雑或は不明であるために我々を混乱せしめるものがかなり多いのは事実

であるW. Kayserらによって着手された概念規定の仕事は，こゝでも多大の成果をもたらした

が，その方向を更に徹底し追求し，同時に諸概念の統整について一般妥当な方法を求めることは研

究者にとり必要不可欠であると思われる．既にahd.期にラテン語讃美歌からの影響が推定される

　ドイツ文学は，更に湖って古典古代の精神的源流のみならず，形式的伝統をも継承しようとして苦

斗を続け，遂にGoethe, Schillerを頂点とするその黄金期を稔らせた．また伊・西・仏・英等，

文学上の先進国の詩行・詩節を摂取することなしには, Barockから現代に至る, nhd.詩の豊かな

開花を持ち得なかったと言って過言ではない程，形式に関し外からの影響は決定的であった．それ

だけに詩法上のTerminus pi. Terminiのほとんど全てが，外来の語と言ってよい．語義の時代

的変遷や詩法学説の相違から来る多義性は，従って避け難い所であった．殊にギリシア以来，壮麗

無欠の体系を目ざした詩学は，至る所でPedanterieとその境を接した．しかしながら，煩瓊を嫌っ

て，我々海国の研究者が独断でこれらの概念を整理し, Terminiに新たな制限を附加することは論

外である．ドイツ詩と詩法の研究に必要な諸概念の意味を慣用に従って明らかにし，今後の研究の

基礎付けにしたいと考える．視点をSchallformとしてのVersに限定したが, Stil, Gattungと

の関連を無視し得ないし, Literaturwissenschaftに対する　-geschichteに相当する部分. Vers-

geschichteに関する記述もまた，上述の理由から等閑にし得なかった．この事はまた，夫々の形式

の恒常的性格を歴史的・統計的方法により考察するという，研究上の今後の一方向を示唆する意義

をもつと考える．

II

　Metrik '(くlat. ars metrica 。.Verskunst,Verslehre“；gr- metrike techne)

　Versの分節＊と, Versによる作品の分節構造に関する学．

　Ｍ．はもと, Verslehreと同義であった．後者が視覚の学から聴覚の学へ発展して以後，この等

置はもはや可能でない．新しいRhythmusの研究やSchallanalyseが, gesprochenのVersに

ついて，その領域とするものは, Verslehreに属するがMetrikには昌さない．かくて今や，Ｍ．

はVerslehre乃至Verswissenschaftの一部をなす．分節はVersにとって最も本質的ではある

が，その要素の一つにすぎない故であるべKlang, Sprachmelodie, Sprachschmuck等と並ぶべき

＊分節(Gliederung漠然たる未分化的全休が全体性の規定を離れない幾つかの部分を生ずること.）
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もの.）従ってＭ．の対象は具体的には, Hebung,･Senk叫g, Takt, VersfuB, Dipodie, Verszeile,

Strophe, Gedichtform (z. B.:Sonett, Terzine, Ode ｕ. a.)で，その任務は，最も広義に於て

はReim, Rhythmusを含めた上記の形式と機能の理解及,び規定である.

　Vgl. Prosodie (くgr. prosodia 。Zugesang, Betonung, Vortrag“）既にAntikeに於ても，

明確な限定が与･えられていなかったが. antik. Metrikのし部としてVersの中の証，特に音節の

高低，長短を取扱った. Humanismus以来･就中Quantiat (こ関するものと理解され，これがdt.

Verszeileにも適用され得るか否かが, 18.Jh., ■箭んに論議された．Ｐ．の立場からする音楽の

Takt理論の引用が混乱を惹起したこともあり，その多義性の為に現代のdt. Verslehreは，Ｐ．の

概念に対し，拒否的乃至否定的である．．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ill

　Vers (くlat. versus 。das Umwenden, gepflugte Furche‘; Reihe, Linie, Zeile,　Vers”）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.1　1. PI‘ｏ９に対する抽象概念. gebundene Rede･　　ぺ　ｊ

　２．一般的には17 Jh. 以来現在まで, metrisch geregelte Zeile, Gedichtzeile, Versreiheを

　　意味するVerszeile ， 詩行.

　3.教会用語から1 Spruch,更にStropheの意味に用いられる．聖椙:の韻文化に際し1 Vers即

　　ち1 Absatz が，1 Strophe に対応した為である.

　gebundene Rede とungebundene Rede (Prosa)との客映的相違は, dt.の場合betontの音

節と　unbetontの音節の交替の規則性にある．印刷されたＶ．Ｉかほゞ｀等しい長さを持つことや，

ReimによるＶ．相互の結合等はg. R.の第二義的特徴にすぎない．

　両者の移行形式にrhythmische Prosa (z. B. Holderlin≪Hyperion≫）とfreie Rhythmen

　(z.B. Goethe≪Ganymed≫）かおる．　　　　　い

IV

　Metrum (くgr. metron｡Ｍａ８“）　　　　　　・

　1.広義のM. =VersmaI3. dt.ではbetontの音節の規則的連続（その数と間隔）.

　Vgl. metrisches　Schema od. metrischer　Rahmenとの相違. freie Rhythmen による或る

　作品は独自のＭ．をもつが, m. S.はもたない．或るm. S.は多･くの作品に共通であり得る．

　２．狭義のM. =Versfu6>詩脚. VersmaBの最小単位であるVersfuBをもM. pi. Metra od.

　　Metren　と呼ぶ．　くりかえされ石　ｖｆ．の数によって偕行を　Monometer, Dimeter,

　　Trimeter…　と呼ぶ.→Verszeileの分類　ヽ

　３．ＭＡに於て, quantitierendのVersを指しイた.

　germ. Vers では主に音節の強弱（Ｗｕcht）によってMetnimが決定されるのに対し. antik.

Versではその長短(Umfang),　roman. Versではそめ個数＊（Zah1）による．　この三つの分節原

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　1●理を夫々akzentuieiend Csilbenwagend), quantitierend (silbenmesse‘nd), alternierend (silben-

zahlend)と呼ぶ.

　Metrumの上,でbetontの音節をHebung, unbetontの音節をSenkungと呼ぶのが一般的だ

が' gr-のarsis (heben), thesis (setzen)に由来する／もとﾚ舞踏の際の足，拍子を打つ折の手

の上下を意味し，今日の使用とは反対に，前者がTaktの軽い部分，後者がｍい部分を意味した．こ

* ital., span.では仝音節の) fr., port.では最後のAkzentまでの音節の数を数える.）



　　　皿友概　ヨ０

れらはlat. Metrikで声の揚(sublevatio)、抑(posito)の意味に用いられ、18.719. Jh.にdt.

Metrikに引継がれた. akzentuiert ( = betont)の音節はまた、lktｕs（くlat. ictus 。Hieb、StoB“）

とも呼ばれる。

Ｖ

　dt. Versでは例外を除いては，日常語られるSpracheの自然のBetonungとMetrikのBetonung

即ちHebungが相互に傷け合うべきではないとされている(wagendes Prinzip). Spracheで

unbetontの音節にMetrumのHebungが置かれた場合1 Tonbeugungが起きるという.

　　Wie sch6n Ieucht6t der M6rgenst6rn. ..

　　Noch Glduben n6ch Freih6it verl6ren...

の２例が示す様にmetrische Erhebung がmetrische Druckung と同時に行われる，即ちBetonung

をもたない音節が. Betonungをもつ音節を犠牲にしてAkzentを得る所にＴｂ．の本質がある.

　HebungとSenkungの組合せからなるVersmaBの最小単位がVersfuB od. FuSであって，

その種類に次の様なものかおる.

　1. Jambus (くgr. iambos 。GeschoS" >iaptein 。schleudern“）

　　訳語:Steiger, Schleuderer, Springer図式：゜-od. ｘ£　ｚ,Ｂ.: gelehrt, Verbot, hinweg,

　　Geduld, Betrug, gesagt

　2. Trochaus （くgr. trechein ,,laufen“) od. Choreus.

　　訳語:Faller, Laufer, Walzer, Schreiter　図式：ごｕ od.
;ｘ　z.B.:leben.

Rose, Liebe,

　sicher, auBen, Tiefe

　Jamb.はTroch.に比して音から音への移り方が円滑で，勤きの経過が平坦，全体的に柔軟で

ある．Ｔ．は下降的な勣きに相応しい．ゆっくり読み上.げる場合，Ｔ．はJ.よりも厳粛な印象を与

え，早いＴｅｍｐｏでは前のめりに歩き，または走る様な感じをもつ．この場合Ｔ．はJ.にくら

べ生気に欠け，変化の可能性に乏しい･ betontの音節ではじまる為Ｔ．はより強いArtikulation

を伴う．

　実験的にDer Griechen Stamme froh vereint…(Schiller)のAuftakt*を捨ててGriechen

Stamme froh vereint. . .とした場合，J.とＴ．の相違か明らかになる．Ｔ．の詩行全体の響き

は，より固く脆くstaccatoである.

　3. Anapast (くgr. anapaistos 。zuriickgeschlagen" ; anapaien 。zuriickschlagen“）訳語:

　　Doppelsteiger, Aufhupfer, Aufspringer　図式：゜゜- od. XXX　　ｚ,ＢパParadies｡Malerei,

　　iiberwind ！, nebenbei

　４. Daktylus (<gr. daktylos ･･Finger“）訳語:Hiipfer図式：ご・・od. Xχχ　ｚ.ＢぺK6nigin,

　　Heilige, Neulinge, schOnere, Schweifende

一つの詩がanapastischかdaktylischかを決定するのは詩全体のStimmungによる.

　　　Es lacht in dem steigendeniahr dir

　　　Der duft aus dem garten noch leis

　　　Flichtin dem flatterndenhaar dir

　　　Eppich und ehrenpreis.　　　　　　　　　　　　　　(George)

* Auftakt od. Anakrusis 【くgr. anakruein 。aufsch】agen、anstimmen“）詩行の初めにあるunbetontの

　音節．楽曲の初めの不完全小節に相当する．
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の最初２行をskandieren*するとHebungの所在は次の通りであるが．

．ご。U ―
U W ―

Takt区分には二通,りの可能性かおる．

　　Ａ）　・ドーリー｜乱Ｉ　　Ｂ）　バトンｊ－こト

　　　　　　判こ・｜ご一卜　　　　　　　に｜－ご｜．ＪＩ

TaktなりRhythmusをとらえる為には，機械的な操作だけではなく，詩の内容にまで立ち入ら

ねばならない．（こゝでは明らかにＢ．をとるべきである.）

　Ｗ. Kayser によれば, Sie nahen. sie kommen. die Himmlischen alle… (Schiller)が

AuftaktをもつDakt.として　りー・剛一ｕ．‘|－・・卜・であるか. Spracheとして現われな

い音節をもつAnap.として　し）・－｜・Ｑ－｜・Ｑ－｜・Ｑ－｜・　であるかを決定するのは全く読む者

の任意であり. Taktstrich (小節縦線）は聴党にとり何等の実際的効果をもたない．この詩行も，

２音節のSenkungをもつdt.Versが多くの場合そうである様にAmphibrachysとして，次の

様に聴きとるのが自然であると云う．・一則ヽｊ－ｙトー・トー・

　dt.のDakt.とAnap.の詩行の初めと終りのSenkungの数はきわめて自由であることから

も，この意見は説得力をもつ.

　Anap.とDakt.の場合, Auftaktの有無かJamb.と　Ｔｒｏｃｈ.に於ける程，詩行の性格の決

定に重要ではないから，規則的な２音節のSenkungをもつdt. Vers全部をＤ．の名称の下に

統一すればよいとするのが，この問題についてのKayserの結論であり，提言である．

　このほか, antik. VersfuBに次の様なものかおる. (J.C.A.Heyseに拠る．）

　２音節のもの　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　Spondeus －－　Weinstock, aufstehen

　　Pyrrhivs・,･　　独立した単語としてdt.には存在しない．

　３音節のもの

　　Amphimacer od. Kretikus -ヽ－　Augenblick, Angesicht, gehet heim, ganz entziickt.

　　Amphibrachys od. Skolius >-'- "　Geliebte, erfinden, er eilte.

　　Bacchius　り一一　Gebirgsland, er geht schnell, das' Schlachtfeld.

　　Antibacchius od. Palimbacchius　－ －り　Sturmwinde, laut donnern

　　Molossus　－ －－　Schauspielhaus, Hochzeitfest,

　　Tribrachys　・りり　freundlllchSrg

　4音節のもの

　　Dispondeus　－ －－－　Seesturmungluck　･｀

　　Choriambu's　－・・－　Jubelgesang, wonneberauscht

　　Antispast　　u ― o　Triumphlieder, zuriickschauen, das Meer tobte

　　Dijambus　　・－り－　Olivenzweig, die Freude starkt

　　Ditrochaus od. Dichoreus　－ ｕ－し　Klagestimme, Sonnenstrahlen, schweig' und glaube

　　Ionicus ａ majori　－ －りり　Ehrwurdiger, freundschaftlicher, Krieg wiitete

　　Ionicus ａ minori しり一一　Meteorstein, die Gebirgsluft, es begann Krieg

　　Epitrit 4種には, Kurzeの現われる順序により第１，第2...の名称が附されている.

　　I.E.　しー一一　Geduldpriifstein, der Vollmondschein, Gebirgslandschaft

* Skansion (くlat. scandere 。besteigen, betreten“)VersmaBの決定．従ってskandierenは正確なTakt

　区分とHebung強調をもって意味を顧慮せずにVersを読み上げること．
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　　2.Ｅ.－ｕ一一　Sonnenaufgang、Meeresabgrund、holde Tonkunst、 Herr des Weltalls

　　3.E.一一ｕ －　Volksfreudenfest、Abschiedgesang

　　４.Ｅ.－－－り　KriegsheerstraBen、Efeuranke、schweigt Seestiirme

　　Paon ４種にはLangeの現われる順序により第１、第２．‥の名称が附されている．

　　l.p. -り・・eiligeres、freudlichere、sattigender

　　2.p.　o - o u　gewaltiger、verteidigen、das SuBeste

　　3.p.　o u - u　Alabaster、der Besieger、es begab sich

　　4. P.　りりり－　Religion、der General、日iichltlggrむTanz

　　Proceleusmaticus　ｕｕりり　gutig5r6s GSschick、 freudiggΓむsGSfiihl

これらのVersfuBのうち、antik. Versの模倣の問題で後に触れられるものもあるが、もともと

dt.　の本質に係らぬquantitierendの分節原理に立つものであるから、dt. Versの解明に必要と

されるものは、ごく一部に限られる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VI

　Rhythmus　pi. Rhythmen (くlat. rhythmus, gr. rhythmos　。geregelte　Bewegung,

ZeitmaS, GleichmaB”）　この概念はきわめて多くの異る分野に於て，非常に多様な意味で用い

られた．　又dt. Verslehreの他の多くの概念同様個々の論者が出来る限り包括的・一般的に定義

しようとする努力から，往々却って主観的乃至独断的な定義を下した為，それらの共通部分を抽出

することは容易でない．　初めにＲ.がどの様な意味に理解されたかを辿り，更にＲ.規定の手段，

Ｒ.の単位等の考察からＲ.の本質を帰納的にとらえたい．　最もallgemeinな語義を求める便法と

してWahrig:Dt. Worterbuchの記載を引用する.　　。Zeitliches EbenmaB; gleichfSrmige

Gliederung eines Ｔｏｎ一〇d. Bewegungsablaufs ； gleichmaBige Wiederkehr von Vorgangen ；

Gliederung eines Kunstwerkes durch gleichmaSig wiederholte. gleiche od. ahnliche Forrnen.“

Verslehreに於て18.Jh.,19.Jh.にすら，Ｒ.はTakt或はMetrumと同一視された.　20. Jh.の

Literaturwissenschaftの中で,この基礎的概念の説明に多大の努力が払われている. E. Kaufmann:

･･nach Akzent, Tempo und Tonstufen geordnete Sprachbewegung“， A.Heusler : ｡Gliederung

der Zeit in sinnlich faBbare Teile“，Saran:。iWohlgefallige Gliederung sinnlich wahrnehmbarer

Vorgange“.　　創造の立場を理論的に表明してR. VerwegはＲ.をmetrisches Schema に対立

するGefuhlsrhythmusであるとし) F. G. Jungerは，Ｒ.をVersのAkzentとSatzのAkzent

の相剋の体験としてとらえる.

　RhythmusとMetrumとの関係について. Metrisches Schemaは. VersのＲ．についてまだ

何一つ言っていない．即ち同一のMetrumは必しも同一のＲ．を規定しはしない．予め呈示され，

常に固定されているm. S.とは違って，Ｒ．は不断に変化レVers毎に独自の形態を持つ．「m. S.

はカンヴァスである．完成された刺繍（Ｒ.）では，もはや見ることは出来ないが，これを支えて，

糸の向き・重なり・厚みに影響を及ぼす」CKayser)「Ｍ.は内面としてのＲ．に対する外面であ

る，」(J. Pfeiffer)　従ってm. S.とＲ．の完全な一致(metrischer Rhythmus)は，きわめて稀

にしか起り得ないし，．根本的にはＲ．と言うに催しない.

　Rhythmusを規定する手段として，次のものが挙げられる.　　　　　　’.

　1.　Der Akzent （くlat. accentus 。Betonung“）は, Sprechton (melodischer Akzent),

　　Sprechdruck (dynamischer Akzent), Sprechdauer (temporaler Akzent)を包括するが．

　　Sinnに関して最も重要なのはdt.ではdynamischer A. =Betonungである.　Wortにあ

　　っても, Satz或はVersというWortgruppeにあっても節約の原理が顧慮されねばならない
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　　(z.B.:eswarimwinter) .　すべての音節に等分にBetonungを与えると，結局どれをも

　　betonenしないと同然である.　　　　　　　＼　　☆

　　　Wortgruppeの中のどの語，どの音節がHauptbetoriung, Nebenbetonungを担うかの決定

　　　(Abstufung)にとり重要なのはSinnである. nhd･. VersのRhythmisierenに際しては，

　　すべての音節は. stark betontのHebung即ちHaupthebung, schwach betont のHebung

　　即ちNebenhebung及びunbetontの音節即ちSenkungの３慶階に分けられ，夫々にjべ，ｘ

　　の記号が用いられる.　　　　　　　　　　　　　　‘

　2. Die　Pause　（くspatlat.　pausare; gr. pauein 。aufhOren")　Sprechenに際しSinnに

　　従って･Versを様々に分割するEinschnitt即ちPauseもまたRhythmusにとり決定的な重

　　要性をもつ. AtempauseのみならずStimm皿ｕsｅがあるl p.,とＰ．との間のRhythmusの

　　経過をKolonと云う.

　　　Kayserは，例えばSummen, murmeln, fliistern, i･ieseln... (Brentano)のＲ．を把握

　　するため，次の様にごれを記号化した．λ･八八.χ/j χ. /はI川瞭なＰ．を／は非常に弱い

　　Ｐ．をあらわす.　　　　　　　　　　　　　　「

　　　Heuslerは，Ｐ.をも相対的時間価値としレ楽譜に於.ける休符に相当する記号を当てた.

　　→Takt

　3. Das Tempo pi. Tempi （くital.。Zeit“ ；lat. .ternかus。Zeit, rechte Zeit“）は語り手の個

　　人的なSprechenの傾向とは無関係にVers或はPros a に 内在する.

Rhythmusの単位　　　　　　　　　　　　　　　　　＜

　1.　Der Takt （く1atバactus 。Beruhrung“）･･今日Ｔ.の概念は最も論争の多い問題を提供し

　　ている．　特にＴ．の理論がVersのＲ．の記述と解釈にどの程度まで用いられ得るかについ

　　ては多くの異説がある.

　　　1 Takt はgut od. schwerな部分即ちHebungトと，それに続くschlecht od. leichtな

　　部分即ち１またはそれ以上.のSenkungから成る/　　1 Taktに属する音節CTaktftillung)の

　　数により主要なTaktgeschlechtが分類されご.

　　　i) 2-teiIig. od.ユTakt (Kurztakt)　り，!i od. ｜ X X I
　　　　　　　　　　　　　4

　　　ii) 3-teilig. od÷Takt (Walzertakt) t <l ^ i I od. I x x x |

　　　iii) 4-teilig. od.　土Takt (Larigtakt)・り･J J J J　lod. I Jc×3kｘl
　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　，●

　　　　　゜dipodisch　　　　　　　　　　　　　　ブ

　　　iv) schwerer 3-teilig. Takt (Landlertakt)ニ　|ﾉよＪ Ｊ ｌ od. １２（Ｊ‾｜

　　　一般に詩行の中に含まれるTaktの数により, 2-, 3-, 4-Takter...と呼ぶが, 2-, 3-, 4-

　　Heber...と同じものを指す．　　　　　　　　　づ.

　　　,,>Verseくsind uns taktierte, takthaltige Ｒとｄｅｎ“と定義するHeuslerにとって，Ｔ．は

　　MetrikとRhythmikの原理である．彼はＴ．をIktusとIktusとの間の規制されたZeitspanne

　　と理解する．　　　　　　　　　　　　　　　乙　‥

　　　基本単位たるＴ．は更に下位の（最小）単位Mora p!. Moren (くlat. mora 。Aufenthalten,

　　Verweilen“）に分たれる.　quantitiere姐文学ではＩ Kurze=l Mora, 1 Lange = 2 Mbren

　　である.　nhd.では音節の長短は問題とされないからぐ1. Silbe=l Mora であるaltdt.の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　　c　l　　　’　　Rhythmusの解明に当ってHeuslerは，相対的な時間価値とし七定義付けられ，音符との類比
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により次の様に展開される記号を用いた．

４

-
４

り)、

Ｔ。（･６：１））
÷ＴバJ.:－）

☆Ｔ（。り=⌒J，

十Ｔａｋt＝1 Moraはｊ

ケ
１

-４
Pａｕsｅ（t･ : ／?ヽj

4ろ

ｘとしてあらわれる．

（Ｊこ丿、士Ｔ（､J.:x.) 十Ｔバ♪

　Das Kolon pi. Kola （くｇｒ.。died“）　　日常のSprechenの中で既に, RedeはSatzに

区切られず，もっと小さなWortgruppeに区切られる．この語群の区切りは，話される場合の

呼吸や，書かれる場合の句読と必しも一致しない. Versを読む際の, SinnによるGliederung

の単位となるのかＫＯＩｏｎであるMetrumに対するKolonの独立性，そ,れらの長短や構造

の中にVersrhythmusの本質かあらわれる．　　絶えず反復される支配的なKolonの形式を

Kayserはrhythmisches Leitmotiv と名付ける.

　Ｋｏｌｏｎは更により小さな諸群Komma pi. Kommataに分解出来る．　　例えば　II Was

treibtI und tobt‖mein tollesI Blut？ IIWas flammt I mein Herz IIin wilder I Glut？||

(Heine)こゝで‖はKolon, IはＫｏｍｍａの境界をあらわす. Kolonに対するKommaの概

念規定に定説はない．

　Rhythmusの類型　　Ｒ.の非合理的本質がＲ.の類型化を困難にするのだが，一般に用いられる

steigend一fallend, platschernd一wellig ―wogend, hiipfend一脈nzelnd ―gemessen schreitend―

gehammert, spannend―lOsend, drangend―verweilend等他の運動の形式から転用され，従って

部分的には重複する場合もあるこれらの名称の整理は今後の問題である．

　はじめてVers-R.の類型の定立を試みたのはKayserであるが，これらの類型はSpracheとＲ．

の形成物であるVersにかかわり，詩人の個性にかゝわらない．勿論詩人は生涯或はその一時期，

特にＲ.の或る類型に対して個人的な素質をもつことはあり得る.

　a) Der metrische Ｒ. MetrumだけがＲ.を支配している．→Ｒ．とＭ．との関係について.

　b) Der flieBende Ｒ. 動きが絶えず前進的で. Hebungが比較的弱く. Pauseがさほど長くな

　　く，ほゞ｀等しく, Kolaは強い対応を示し. Zeileが重要な機能をもつ. Liedがこれに相応し

　　い.　　　z. B. : C- Brentano≪Wiege�ied≫

　c) Der stromende Ｒ. 絶えず前進する動きはａ）に似ているが，より大きな規模をもち一層

　　力強く感じられる．より長い呼吸でより強い緊張をもって語られる. Hebungはより強調さ

　　れ，より不等である．ゆるやかなＴｅｍｐｏに応じ，ほとんどすべてのHebungがbetonenさ

　　れ, Kolaはより長く, Zeileが機能を失い，また流れを堰き止めるStropheを持だない.

　　HexameterとFreie Rhythmen がこれに相応しく，様式に関しては壮重な音調に適する.

　　z.B.:Goethe≪Achilleis≫

　d) Der　bauende Ｒ.　　相応しい形式にStanzeがある. Stropheの技巧的構造，最後の

　　Paarirein (cc)に向って繰返される三度の上昇（ab ab ab）がHexameterの要求するStrQmen

　　を阻止する. Kolaはｃ）に比してより統一的・規則的である. Kolon, Halbstrophe, Strophe

　　等すべての単位が一層独立的であるので，動きはその変に新たに始まる. Parallelismus,

　　Anapherその他強調，洗練，抑制された話し方に適する．他にAlexandriner.特にSonett

　　かおる. z.B.:Goethe≪Der Brautigam≫

　e) Der gestaute Ｒ. Kolon, Zeileは著しく不等，非常に短いものと非常に長いものか併存

　　する．絶えず動きを制止する長いPauseが，非常に厨々あらわれる. HebungとSenkungの

　　強弱の差が特に大きい■ z. B.:A. V. Droste-Hulshoff≪Geistliches Jahr≫最後の詩.

　f) Der tanzerische Ｒ. intimな性格ではａ）に類似するが，より大きな緊張をもって語られ，
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　　Hebungにはより強いAkzentが与えられ. Kolonはより簡潔であるが，より多様なPause

　　によって重要な機能をもつ．おだやかなFlieBenに対し力強い緊迫がその特色である. z.B.:

　　G. Britting≪FrShlicher Regen≫　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　’

　これらの類型は提案であり，研究は端緒を得たばかりで，主観的な判断と評価を避け，客観的所

与を把握し記述することが必要であるとKayserは述べている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VII

Versschmuck od. Versverzierung　Stabreim或はEndreimによって惹起される同音．

　Stabreim od. Alliteration (くlat. ad十littera 。Buchstabe" ) = Buchstabenreim　　Betonungを

もつStammsilbeの最初のBuchstabeによる同音ﾉ日常語の中でＷφd und Wetter ；mit Mann

und Maus はS.であるが, Gedicht und Gebet･はそうではない;

　germ. Versに於て最古の，唯一の結合手段であうたが, 9./10. Jh., Endreimの導入によって

排除され，後，時として意識的・装飾的・擬音的に戸いられた(Sachs, Klopfstock, Burger,

Goethe, Romantik, Heine, Fouque, Jordan, R.Wagner, Symbolismus). z.B.'･ Wintersturme

wichen / dem Ｗｏｎｎｅｎｍｏｎｄ－/…/Wunder webend / er sich wiegt ； / Durch Wald und Auen/

weht sein Atem、 / weit geoffnet / lachet sein Aug. (R.Wagner≪Die Walkure≫)

' Endreim od. Reim (くmhd. rim 。Reim, Verszeile, Verspaar“ ； altfr. ritme, rime ；lat.

ｒhｙthmｕs）　常に自由なFiillungを持つaltgerm. Langzeileは，次第に厳格なaltemierendの

Zeileのために排除された. 12. Jh.,この様なMetrumをもつものはcarmen rhythmicus. fr.

でrime.一方Endreimはbuntと呼ばれた．今ざ尚Kinder-ﾚKehr-, Rund-, Leberreim等

にVerszeileとしての，この古い意味が残されている. ' 17.Jh. ,OpitzはVersの名称を移入した

斌Ｅｎｄｒｅｉｍを持つVerszeile自体は依然として,R'と呼ばれていﾂﾞこ.　18. Jh.中頃以降，Ｒ.が

Endreimの意味に用いられる．２或はそれ以上の語のいBetonungをもつ最後の母音から後の同

音のことである．　　　　　　　　　　　　　　　　，

　Ｒ．は歴史的には先ずProsaの装飾であり■ antik. VersはＲ.をもたなかった，　altgerm.文

学もStabreimは用いたかEndreimを知らなかった二　9. Jh. ,Endreimが中世lat.の聖歌から

dt.文学に浸透しだのは重大な結果を惹起す革新であうた.　Endreimと共に詩の秩序そのものに

大きな変化が現われた．　Ｒ．は結び合わせるだけでほなく分ち距てる．Ｒ．はPasueを要求するこ

とで■ Zeileの単位性・統一性を強調し，後に続くＺｄｅの,中に現われるべきR. -wortへの期待

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.゛11:によって，より高度の統一を創り出すStrophe 形式の多様な展開は，Ｒ.なしに考え得られない

所であった．　　　　　　　　　　　　　　　　　’

A. R.の形態　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　一一　・

　1. R.の種類により　　　　　　　　　　　　い　い

　　a) rein. R.　Betonungをもつ最後の母音から後の母音と最後の子音の完全且つ正確な同

　　　音. z.B.:Raub ―Staub, Schatten―Matten, Ffuhe ―Miihe

　　b) unrein. R.　母音或は子音の不完全或ぽ不正確な同･音konsonantischer Halbreimと

　　　もいう.　z.B.:Blick-Gluck, Lochern-Be由畔n, Racher―KScher, Tiir―vier, Szene

　　　一Tone, Nahe一Hohe, Sehnen―Tranen, Schleier―Feuer, StraBen一verlassen, verspielt

　　　― Bild, davon―den Ton.　　　　　　　　－　　　　　　j
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　　・c) Assonanz　【<lat. ad｡ａｎ、ｚｕ“十sonus 。Scha】l、Klang“) Betonungをもつ最後の音節

　　　以後の母音のみの同音、Vokalischer Halbreim ともいう.　z.B.:Wort―hold、sehen

　　　― regen、 kostbar一sorgsam ； weichen―ausgebreitet、 Sonne―vergoldet、Festgelaute

　　　― Hausern、 Marktkapelle―Menge (Heine: Romanze ≪Don Ramiro≫）

　　　古いroman.文学の中に、特にspan.では一部今日もRoman‘ｚｅの中で行われる. dt.文

　　　学へはRomantikerにより移入され、Romanzeに用いられた. z. B.:Brentano≪Roman-

　　　zen vom Rosenkranz≫

　　d) dia】ektisch. R.　詩人の生地の方言から見てreinであっても　Hochspracheからは

　　　unreinである. z.B.:Ach neige~Du schmerzenreiche (Goethe、Frankfurt)、Auge ―

　　　Hauche (George、Hessen)、Zweig~Reich、Jugend―suchend (Novalis、Sachsen)、

　　gebeugt ―keucht (Dehmel、Mark Brandenburg)

　　e) riihrend. R.　発音上完全に同音の、しかし意味の異なる語. z.B.:Wirt ―wird、

　　　Rain一rein、Haute一heute、geboten一 ＢＯｏtｅｎ、zusinnen一meinen Sinnen、begleiten一

　　　gleiten.　dt.では欠陥ある、好ましからざるものと見倣されるか、fr..ではrime richeと

　　　して尊重される.

　　Ｄ　identisch.、Ｒ.（くlat. iden 。derselbe、dasselbe“）　同一語のＲ..

　　　z.B.:　Liebe―Liebe、Ahre―Ahre

　　g) grammatisch. R.　同―語の種々の変化形の反復. MinnesangやMeistersangでは屡

　　　々末梢的技巧に堕した.

　　　z. B.:　gemiten一gemeit、erliten ―erleit、1ip一ｎｐｅ、wip ―wibe、geschah―geschaehe、

　　　gesach―saehe、(Reimar der Alte)

　　li) doppelt. R. od. Doppelreim　　　２　Hebungを含む３乃至４音節のReim　　z. B.:

　　　Klangg^ister一Scingmeister、Wehen vom Meer―sehen、 wie er

　　i) Sohuttelreim　Reimをもつ２以上の音節或は語の最初の子音を交換して新たに意夕Fな意

　　　味を作り出す遊戯的Reim. z.B.:Fink und Star ―stink' und fahr!、Schein geruttelt

　　　一rein geschiittelt

　　j) gebrochen. R.　語の前半だけかReimにかいわり、後半が次行に置力ゝれる．稀.

　　　ｚ､Ｂ.:einander / .. .ein Wander- / vogel. .. / ...Koriander、isabellen- / Farben. ..

　　　mit hellen　　諧謔的にHans Sachs war ein Schuh- / macher und Poet dazu.

　　k) gespalten. R.　Reimsilbeが２以上の短い語に分れる. z.B.:licht war―sichtbar、

　　　hat eS一mattes、 damals － kam als

　2. R.の音節の数により

　　a) 1-silbig. od. mannlich. od. stumpf. R. z. B.:Nacht―Wacht、Aar―Paar

　　b) 2-silbig. od. klingend. R. z. B.:Blume―Ruhme、Feuer―teuer　但しmhd.では

　　　2-silbigの語もStammsilbeがkurz、ｄｅｎの場合、mannlichである.→Kadenz. mannlich、

　　　weiblichの名称はfr. Metrikに由来する．トsillbigの男性(grand、fils)が2-silbig

　　　の女性(grande、fille)に対応するからである.

　　ｃ）　3-silbig.、､d. gleitend. od. reich. R.　z.B.:O du frShliche － o du selige、

　　　Greif ender―Durchschweif ender、verdorben―erworben、Sterblichen一verderblichen―

　　　erblichen

B. R.の配置

　1. Versの初めに位置する場合
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　a) Anfangsreim　　2 Versの最初の語同志の隔im　z.B.:Krieg ！ ist das Losungswort/

　　Sieg ！ und so klingt es fort. (Goethe,≪Faust II≫, III., V. 9837 f.)

　b) Schlagreim　　同一のZeileの中で直接限続く２またはそれ以上.の語或は音節，狭義に

　　はbetontの音節の同音　z. B.:Sorme, WonneぐＧＯｅtbe｀）ごQuel!ende, schwellende Nacht･

　　Steieendes neigendes Leben. (Hebbel) . und dann und wann (Rilke) Winken und

　　Blinken (Keller)　　　　　　　　　　　　　゛

2. Versの終りに位置する場合

　a) Paarreim od. paarig. od. paarend. R.　　図式,:aa bb.. . mhd.叙事詩のほとんどが

　　このＲ.をもっ. z. B.:C.F.Meyer≪Ｈｕt‘輝nS letzte Tage≫特殊なものとしてDreireim

　　　(aaa bbb.バ), Haufenreim od. Reimhaufung (aaaa.. bbbb. . )かおる.

　　z.B.:Keller≪Abendlied≫

　b) Kreuzreim od. gekreuzt. R. (iiberschlagend. Ｒ. がこの意味に用いられることがあ

　　る.）　図式:ab ab...民謡の多く. 19. Th.の民衆的抒情詩のほとんどが，このＲ.をも

　　つ･　z.B.:G. Heym≪Der Gott der Stadt≫

　c) umarmend. od. umschlieBend. R.図式：油ba　z.B.:厳格なSonettの･Quartett

　d) verschrankt. R. (iiberschlagend. Rレか，この意味に用いられることがある.）図式:

　　abc abc...或はabc bac　z.B.:Walter v. d. Vogelweide≪Under der Linden≫

　e) Schweifreim od. geschweift. R. od. Zwischenreim　図式:aa ｂ cc ｂ.‥　民謡に誕

　　々である. z.B.:≪Innsbruck, ich muB dich lassen...≫

　Ｄ　Kehrreim od. Refrain (くaltfr. refreindre 。brechen, zuruckschlagen, unterbrechenり

　　Stropheの一定の場所↓多くはその終りで短冊正しく繰返される音(Tonkehrreim),語，

　　語群，文(Wortkehrreim).変化しなりfest.K.とStrophe毎に相応しい形をとるfliissig.

　　Ｋ.かおる. Triolett, Rondel, Rondeauの様な詩形, Volkslied, Tanzliedの様なGattung

　　に用いられる. z.B.:Goethe≪HeidenrOslein≫

　g) Kettenreim od. auBer. R.　図式:aba bcb cdc. . . Sonett･のTerzettとTerzineの

　　基本形である.

　h) unterbrochen. R.　　reimlosのZeileがgereimtのZeileの間に介在する. abcbが

　　dbebが... z.B.:Uhland≪Bertran de らｏｒｎ≫　　　gereimtのZeile,特にReimpaar

　　の間に置かれたreimlosのZeileはMeistersang以来Waiseと名付けられエで表わす．別

　　のStropheに属するWaiseが相互にReimを持つ場合, KOrnerと呼ばれる.

3. Versの途中に位置する場合　Versの途中にある１または２語がReimに関与をもつとき，

　　一般にBinnenreimと呼ぶ．従って前出の

　a) Schlagreim　もこれに含まれる.

　b) Mittelreim　異なる行め途中にある語根互のＲ.

　c) Inreim　同じ行の途中にある語と，終りにある語の.Ｒ.　　z. B.:Ein s,£ａｒke,schwarze

　　Ｂａｒ fee.

　d) Mittenreim　―つの行の終りにある語と，他の（前または後の）行の途中にある語とのＲ.

　　ｚ. Ｂ. : 1st einer. der nimmt ａ｡11ein d＼ｅ　Ｈａｎｄ,/daB S哨ｗ≫ｅ Ｓａｎｄ durch seine Finger

　　rinnen. (Rilke)

　d)' Zasurreim　Zasurによって生ずる行めj切れ拍と，行の終りとのＲ.→Reimvers

　e) Binnenreim (狭義の）　同じ行の途中にある２以上の語のＲ.　ｚ.Ｂ.:Es heｒｚｅt und

　　ｓｃｈｃｒｚｅ£das fluchtige Reh. CKlaj), Ein ｎｅt£ho ｎｅt£Ｓｏｉｉｅ££ｚｕdrechseln (Tieck)
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　4. Versの初めと終りに位置する場合

　　　Pause　　1行或は数行の，初めの語と終りの語のR. MeinnesangやMeistersangにみられ

　　る. z.B.:V陥Z vierzec jar han ich gesungen oder ｍ&/ｖｏｎminnen und als iemenｓol.

　　CWalther)　　　　　　　　，

　　　Vgl. Pausenreim　1語は行の終りにあり，次の語が，現われるべき行の終りにてなく，そ

　　の次の行の初めに押しやられている場合をいう.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VIII

　Eniambement Cくfr. enjamber ｡uberschreiten, uberspringen“) od. Versbrechung od. Zeilen-

sprung･時としてStrophensprung　　　germ. HeldenliedではZeile即ちMetrikの単位と，

Satz即ちSyntaxの単位とが完全に一致した. Zeilenstilである．　恐らく歌われるVersから語

られるVersへの移行と時を同じくしてSatz (Sinn)が一つの行から次の行にまたがる様になった.

Hakensilである.　Stabreimversの場合にはHaken-　od. Bogenstilが, mhd. Reimpaarvers

に対してはReimbrechungが，それ以後のVersに対しては主としてEnjambementが用いられる.

　Wir wandeln auf dem Schifflein hin und her, /Das Schiffleinjagt dahin im weiten Meer, /

Das Meer ist mit den Winden auf der Flucht, /Die Erde samt dem Schifflein, Meer und

Winden, /SchlieBt durch den weiten Himmelsraum und sucht /In ewger Leidenschaft und

kann's nicht finden / ... (Lenau≪Faust≫）の非常な単調さはVersとSatzの完全な一致から

生ずる.　Versの流れに必要な落差を与える手段としてのEnjambementかおる．　そのすぐれ

た効果をもつ抒情詩の例にとしてC. F. Meyer≪Der rOmischer Brunnen≫, Rilke≪Herbst≫，

≪Buddha≫が挙げられる．劇詩の中でＥ．は雄弁・能弁・饒舌の効果を達する方法として用いられ

る. Domingo. Die schonen Tage in Aranjuez / Sind nun zu Ende. Eure konigliche Hoheit /

Verlassen es nicht hei･terer.Wir sind/ Vergebens hier gewesen. Brechen Sie/ Dies ratselhafte

Schweigen. Offnen Sie /Ihr Herz dem Vaterherzen, Prinz. Zu teuer / Kann der Monarch

die Ruhe seines Sohns ― / Des einz'gen Sohns zu teuer nie erkaufen. /... (Schiller≪Don

Carlos≫I. 1.)「Zeileの途中に明確なPause　かおること．」をＥｎ」ambementの定義第２項

としなければならない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Iχ

　Verseinschnitt ； Diarese （くgr. diairesis 。Trennung“) ; Zasur (くlat. caesura 。Einschnitt”

als Terminus der Metrik, eigentl.。das Hauen, Hieb, Schnitt卜caedere｡hauen, schneideri“）

antik. MetrikではVersの途中にあるEinschnittがVersfuBと一致する場合, Diareseと呼

び（図式的には例えば　ー・－・|卜・－・). EinschnittがVersfuBの中にあり（例えばＵ.-り一司|

－・－・-）従ってそのVersfuBが２語に分割される場合, Zasurと呼んだ.　　dt. Metrikでは

antikの用法を踏襲することも，この両者を区別なくＺ．と総称することもある.

　Zasurはまず，明確なSyntaxのEinschnittであり, Sprechenに際しては, Rhythmusの

EinschnittたるPauseとして現われる.

　Zeileの終りと同様に, Hebungの後でのＺ．はmannlich od. stumpf, Senkungの後でのＺ．

はweiblich od. klingendと呼ばれる。

　固定的な即ちmetrisches Schemaの中に予め指示されたZasurをもつ詩行には例えば次の様

なものがある。詳細は各詩行の項参照Alexandriner (第3. Hebungの後, z. B.:Du siehst,

wohin Du siehst。|lnｕｒEitelkeit auf Erden. ―Gryphius), Pentameter (第3 . Hebungの後，
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Aber der groBe Moment IIfindetein kleinesGesch!echt ―χenienXHeχameter (Penthemimere,

Trithemimeres, Hepthemimeris, Kata triton trochair!)j　dt.V(きｒSに於ては，言語構造の相

違から, Zasurに関するこれらantikの規則が厳格に守られたとは言えない．

　劇詩に於て２或は３のRolleが1 Zeile の科白を分け持つのがAntilabeであり，切迫した状

況，慌しい対話を表現するのに有効な手段である．

χ
　
、

VersschluS od. Versausgang ；die Kadenz ≪itaレcadenza。das Fallen“）

1. antik. MetrikではZeileの終りのVersfuSの形態によってVersschluBを次の様に分類し

　た. dt. Metrikへの導入は適当でないと言われながら，今尚朧々用いられている.

　a) katalektisch (くgr. katalegein 。aufhoreri“)■= gekiirzt, abgebrochen. unvollstandig

　　z.B.: 4一乱Big. Trochaus の中に置かれたD6r Du l v6n dem ｌHimme川blst l は，最後

　　のＦｕB力1短縮され，中断され不完全である.

　b) akatalektisch (<gr. a。nicht“) =ungekurzt, nicht aufhSrend, vollstandig　a）と同

　　じ詩の中で　I Alles l L61d･ und l Schm^rzen ｌ stillestl　の Zeileは，すべてのｖｅ�uB

　　が完全に充されている.　　　　　　　　・

　c) brachykatalektisch (<gr. brachys ,,kurz“）最後のVersfuBが完全にPauseで置き

　　換えられる場合.ａ）と同じ詩の中でSふBer l Friede l　ご・ｌｊ叫終りの2 VersfuB は全

　　然充たされていない．（以上の3 Zeile はGoethe≪Wanderers Nachtslied≫から採った

　　ものである．）　　　　　　　　　　　　　　ご

　d) hyperkatalektisch (< gr. hyper 。iiber, iiber……hinaus, ubermaBig“) = iiberzahlig

　　充分な数のVersfuBの上に更に余分の音節が附加されている場合. Es schlug 1 mein H6rz, ｌ

　　geschwind l zu Pf6r|de ！(Goethe≪Willkommen und Abschied≫）のZeileはぐに

　　fuSigのJambusにiiberschlagendのト音節が附加されたものと考えられる.

　katalektisch　以下の名称は　VersschluB　に対してのみならず，個々の　VersfuB或は

　Verszeile全体に対しても用いられる.

2. Reimsilbeの数による分類の項で触れた様に, VersschluBに関しても，全く記述的に

　a) mannlich (m)最後の音節にHebungが欧かれる場合.

　b) weiblich (w)最後の音節にSenkungが置かれる場合．

　の２種に分類することがある．→Reimの形態　　，

乱　KadenzはVersschluBのMetrumとRhythmusの形態に対する名称として特にHeusler

　とその一派により論理的に使用され体系化され･た．種々のKadenzの形式はTaktの原理に

　従ってVersschluBのRhythmusを明瞭に規定する．Ｈ．によればKadenzはVerszeileに

　於ける最も重要な場所であり，殷々Verszeile全体のRhythmusの形態を決定するものだか

　らである.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

　a) voile Ｋ. （Ｖ）

　　i) mannlich voile Ｋ. 最後のTaktが１のbetontの音節のみを含む．（ぼ丿）

　　ii) weiblich voile Ｋ. 最後のTaktが１のbetontと１のunbetontの音節から成る．

　　　バベχ1）　　　　　　　　　　　　（

　　z:B.:wenn ich mein Schatz ｒ1:ifen d紅f (mv) d6r miifi hciben sieben Sachen （ｗｖ）



　　　　　　　　　　　　ドイツ詩法の基礎概念日　　　　　（大和）　　　　　　　49

　　　　altdt. Versに関しＨ.はｍｖを更に２形式に分けた. nhd.に比し音節のQuantitat即ち

　　　　Lange―Kiirzeがより精密に差異付けられるからである(meien -・, sagen 乙ｕ は

　　　　Kadenzの中で等価とは感じられない. sagen, n6t, wasは等価と感じられる.）

　　　　　z. B.:Muget ir sch6uwen was dem rn^inen （ｗｖ）

　　　　　　　　　ein　ritter Sj gel^ret wds (einsilbig mｖ）

　　　　　　　　　s6 wil ich‘iu ein maere s^gen (zweisilbig mｖ）

　　b) klingende K. （k）前提条件は後から２つ目の音節がbetontでlang即ちdehnfahig

　　　であること．それと同時に最後のunbetontの音節がMetrumの上でhebenされ，

　　　Nebenakzentが与えられる０ごべA I)

　　　　z.B.:wenn alle Briinnlein 日leBen (k)

　　　　　　　　sw6r an r6hte giiet6 (k)

　　c) stumpfe Ｋべs）最後のTaktがSpracheによって充されず，休止されている．（ト⌒|）

　　　z. B.:die Hebe S6mmerz6it　八⌒（s）

　　　　　　　wiinders vil ges^it 八⌒（s）

　　d) iiberstumpfe Ｋ. od. stump仁klingende K. (sk)は次の様な形態をもつ.

　　　　z. B.:tu ich l ihm ｗinjk&ｎ/丿八八｜

　　　長さの等しい即ち同数TaktのVersから或る詩はこの方法によってMetrumとRhythmus

　　　に関し一義的に解釈されるが，そうでない場合にあっては歴々（ｗｖ）－（k），（ｍｖ）－（ｓ）を

　　　決定すること，従ってTaktの数, VersmaB全体を判定することが困難である．この様な

　　　技術的批判以外に，今日多くの側から, Heusler等の体系に対し，特にあらゆる時代と形式

　　　に対する無制限な妥当性の主張に対し異議が唱えられている．どの程度までその解釈方法が

　　　’適切であり，歴史的に意味を持つか，むしろ問題性の少ない旧来の記述を選ぶべきではない

　　　か，などdt. Metrik今後の課題とされる．尚, mhd.のKadenztypusについては→Ａ.

　　　Heusler : Dt. Versgeschichte IT　§583

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　χI

Verszeileの分類

　1.　VersfuBの種類と数によってJambus, Trochaus, Anapast, Daktylusに大別し，更に

　　夫々の2-, 3-, 4-, 5-FuBler. . .に細分する．すべてのVerszeileが通して同じVersfuBか

　　ら成る場合には支障は起きない．この整序法のために当然数詞が用いられる.

　　Ａ･　ｇｒ.ではVerszeileの中にMetrum pi. Metra が幾度含まれるかで，数副詞からMono-,

　　　Di-, Tri-, Tetra-, Penta-, Heχa-, Hepta-, Okta-, Ennea-, Deka-meterの名称を

　　　与える．（９以上は実際に用いられない.）

　　　■a) Jamb. , Troch. , Anap.の場合，１ Metrum は2 FuB （＝1 Dipodie*.量的には等

’!Dipodie ； dipodisch （くgr. dis 。doppelt, zweimal“, pous, podos 。ＦｕB“）多くの場合. 2 X Jamb.

　から成るMetrumの単位．　図式:　ヽ.,こｕｊｏｄ．ｕｊりこ.　　akzentuierend'. Vers ではHauptbetonug

　とNebenbetonung ，が（特にTempoの速い場合）与えられ，この事によってMonopodie ；monopodisch

　に対する特徴が顕著になる. 4-hebig, 6-hebigのVerszeileは屡々２，３のDipodieに分割され，その

　結果生じたHauptbetonung相互間に更に> schwer, leichtの差が加えられることで，より大きな区分，

　Rhythmusのより大きな単位か生じ，ｖｅｒｓに生々とした躍動感を与えることになる.

　　z. B. Das Wasser rauscht. IIdas Wasser schwoU. (Goethe)

　　　　　Ｎ£jr der Irrtum IIist das Leben. (Schiller)

1 Verszeile のすべてのDipodie

gleichlaufender Vers, 交替するj

が通してsteigend (ヽ・ヽ・）或はfallend (・ゝノヽ）の形をとる場合，

gleichlaufender Vers, 交替する場合gebrochener ｖ.という．かくてDipodieはｇｒ．の語義通りの単

なる2-FuBlerとしてではなく，上述のdipodischな構造をもつ，分節の一単位として用いられる．
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　　しいか，質的には異なる．）から成るので, Monometerは　2-FuBler, Dimeterは　4-

　　FiiGler, Trimeterは6-FuBler…であるよ(dt.ではgt.のMessenの仕方をそのまゝ

　　引継いだがengl.ではiambic monometer. dimeter, trimeter. . .が夫々1.2,3...の

　　footをしか含まない.）

　b）ａ）の３種以外のVersfuBによる場合，１ Metrumは1 FuB から成るので, Daktylus

　　のHexameterは，そのま^ 6-FuSlerである.

B. lat.ではVerszeileの中にVersfuBがいくつずつ含まれるかで，配分数詞から, Singular

　(-ius), Binar, Ternar, Quaternar, Quinar, Senar, Septenar, Oktonar, Novenar,

　Denarの名称を与える．（実際に用いられるのは4～,8である．）　但しQuinarの様に

　5-Fu6lerの意味に用いられるほか5-Silber (^りＵ一乙）を指すこともあるので注意すべき

　である.

　Senkungの数によって. KayserはSenkungが2 Hebungの間に適当なZeitspanneを

与える不可欠の要素Fiillungとして，その在り方に従って３の可能な場合を挙げた.

Ａ.　Fullungが全く不規則である場合．

Ｂ．任意に１或は２音節が許されている場合.

Ｃ.　Fullungが規則的である，即ちmetrisches S｡chemaが予め固定している場合

　ａ）　1音節のSenkung (Jamb., Troch.が合まれる．）

　　b）　2音節のSenkung (Anap., Dakt.が含まれる.）

　　ｃ）　1或は２音節或は空白のSenkungによる規則的Fiillung. (antik. Odenstrophe)

　　1.の方法の欠点が埋められI VerszeileのRhythmusの性格をとらえるのに適しているが，

　Versが与･えられた際に，何よりも先ず例えば5-hebigか6-hebigかを問題にするdt.にあ

　っては，やゝ一般性を欠くうらみはある.

3.　Hebungの数によって．本論では，この分類を採ってVerszeileを記述し> Verszeileに与

　えられた名称を整理したい. Hebungについてのみならず, Auftaktの有無, Senkungの数，

　VersfuBの種類, Reimの配置についても考察しなければならないのは論を侯だない．

XII

Verszeileの形式

　A. 4-hebigのVerszeile

　　1.　AUiterationsvers od. Stabreimvers　altgerm. Versの形式. Langzeileは2 Kurzzeile

　　　から成り、多くの場合、前のKurzzeile CAnvers)の１:又は２のHebungと、後のKurzzeile

　　　(Abvers)の１のHebung (従って４のうち２乃至3 Hebung)が、Stabreimによって結合

　　　される.

　　　z.B. : Welaga nu waltant got IIwewurt skihit (Hildebrandslied)

　　　　　　Wahrlich nun Waltegott、 Wehgeschick wird (K. Wolfskehl訳）

　　　　　　garutun se iro guncfhamun、 |lgurtun sih iro suert ａｎａ、(ibid.)

　　　　　　Breiten ihre Briinnen、 banden sich ihre Schvverter um (G. Baesecke訳）

　　　他にMerseburger Zauberspriichen、Wessobrunner Gebet、 Muspilli、Heliand等

　　2. Reimvers　All iterationsversに対し、Endreimをもつahd. Vers.･Ambrosiusのlat.

　　　Hymneを範としてdt.ではOtfrid V. WeiSe!lbリｒｇによって創始されCEvangelienbuch、

　　　863/71)、dt. Versの構造に重要な変革をもたらした．
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　　狭義には０．自身によって用いられた形式即ちZasurreimにより結合された4-hebigの，

　　３音節までのSenkungをもつ，従って４乃至10音節のKurzzeile od. Kurzvers 2から成

　　るLangzeile od. Langversである･

　　ｚ.Ｂ.:Giang er bdldo th6 fon 函　　zi th^mo h6riz6gen in.

　　　　　hkt man gabi imo then ?ｎａ?１　th6h tho s6 bilib＆ｎａｎ.(Otfrid)

　　広義にはこれから発展したmhd.初期と宮廷叙事詩のReimpaarやKnittelversまでを

　も含める.

　Reimpaar　広義にはPaarreimをもつVerszeile.狭義にはPaarreimで結び合わされた

4-hebig od. -taktigのVerszeile. z.B.:　Ein ritter s6　gel&ｒｅt　ｗａｓｿdaz　er an den

buochen ｌａs…(Hartmann ｖ. Ａｕｅ）　mhd.最盛期から後期にかけての宮廷叙事詩，教訓詩

の主要な詩行であり，（一方，抒情詩はほとんどがStropheを.もつ形式だけを示した.）殊にMA

後期以後, 16. Jh.の謝肉祭劇まで，宗教的・世俗的演劇の支配的詩行であった. metrisches ‘

Schema　（ｘ｀）ばX I XXべｘべxl　はきわめて自由で，ヽAuftaktとSenkungが多音節で

あったり，脱落ずるなどの変化が見られた．

　各詩行のRhythmusは　ぼｘｌとにｘｌのTaktの交替によって規定され，理論的には

24＝16の可能性かおるが，その中最も多く現われるのは次の６形式でＡ～Ｆの名称が与えられ

ている．

Ａ．

Ｂ．

Ｃ．

doppelt fallend ｡ ' ＼ ' ＼

doppelt steigend ＼　’　＼　’

fallend htｔp：／/ｗｗｗ.

D.　steigend fallend　　｀´∩

E. verstarkt fallend //　ゝゝ

F. verstarkt steigend ＼　＼　’　'

　Knittelvers od. Kniittelvers, Pritschmeistervers ；Hans-Sachs-Vers　　17. /18.Jh.にな

って, 16. Th.に行われた２種類の詩行が共にＫ．と呼ばれた.

　a) alternierend-akzentuierend, 4-hebigの，従って８或は９音節のVerszeile. strenger

　　Ｋ.　z.B. : Das ligt drey m^yl　hinder Weynachten. / Vnd w61cher　darein w611te

　　trachten,Λ. . (H. Sachs)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/

　b）自由なFill lungをもつ4-hebig. freierＫ. z.B.:Es hkt der kunig aus 6ngellant/

　　Sein 6rwerge p6tschaft auBgesant / ... (Rosenspliit)

　a),b)ともにPaarreimをもつ．その源はOtfridのReimvers　に湖る. Rhythmusの繊

細を欠き, HebungがSinnを担う音節と一致せず，或種の鈍重さ・ぎごちなさをもうため

に，Ｋ．の名称は軽蔑的な意味を負う様になった.　Sachs, Brant, Murner, Gegenbach,

Fischartに用いられ. Opitzによって通俗的であると非難された為に　Alexandrinerにとっ

て代られしGryphiusによって嘲笑的に用いられた以外は，民衆文学の中で辛うじて生き

残っていたGottschedはstreng. K.の諧謔的使用を勧め. < Critische Dichtkunst >

1730に自作を示し, <N6tiger Vorrath> 1765ではfrei. K.の古い例を挙げた. Goetheは

これによってLeipzig時代既に, frei.K.を知り1773以後, Drama等の中に屡々用いた.

(z.B:≪Jahrmarktfest zu Plundersweilern≫，≪Sa tyros≫，≪Pater Brey≫，≪Kiins tiers

Erdwalleii≫，≪Hans Sachsens poetische Sendung≫，≪Urfaust≫，≪West-Ostliches

Divan≫u.a. ) 18. Th.にＫ.がKlopfstockとSturm ｕ. Drangによって再ひとり上げら

れためは，その民衆的な誠実・素朴・愚直の性格のためであり，またParodie, Satireと

しての効果のためであった．その際，歴史的事実に反しfrei. K.に対し, Hans-Sachs-Vers

の名称が与えられている．他に, Schiller≪Wallensteins Lager≫のKapuzinerpredigt,

Wieland, Zacharia, Uhland, MOrike≪Alter Turmhahn≫, W. Busch, Wedekind≪Lulu≫
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　　のProlog, G. Hauptmann≪Festspiel in deutschen Reimen≫等かおる.

　5.　Volksliedzeile　　自由なAuftaktをもち，（但しauftaktlosは稀である.）多く4-hebig,

　　或は第4 HebungがPauseとして現われて3-hebigである. Senkungは１:又は２音節，きわめ

　　て自由で，その為にTonbeugungは完全に避けられるReimに関しても子音だけ(unrein.

　　Ｒ），母音だけ(Assonanz)のHalbreimも屡であり，それらを含め，おゝむねgereimtである．

　　詩行は明確な単位として独立性をもち，内部」にPauseを置くことなく, Enjambementも行わ

　　れない．単調さを避ける為にmannl.とweibl.の交替，多様なReimの配置(Paar-, Kreuz-,

　　Schweifreim)をもってVolksliedstropheを形成する．詩行の性格はliedhaftで，自然との

　　相互関係の中にある人間の感情の純粋・直接な表現としてのVolkslied乃至volkstumlich

　　なKunstliedに相応しく，平静に流れるRhythmusを特徴とする．音楽との関連が密接であ

　　る.　　　　　　　　　　　，

　6. Anakreontischer Vers　reimlos. 4-hebigのTroch. Gottschedにはじまり, Anakreontiker

　　　(Gotz, Gleim, Uz u.a. )が好んで用いた.

　7.　Spanischer Trochaus　Herder がスペイン起源のfｒ.散文長篇の≪Cid≫の翻訳に際し，

　　span. Romanzeの形式を導入すると共にこの詩行を用いて以来, dt.文学で重規され，時に，

　　殊にRomantikには屡々. span. Romanze　に於けるAssonanzの杖倣が試みられCTieck,

　　Fouqu6, Uhland, Eichendorff) , Brentanoはこの詩行からRhythmusとKlangの微妙な

　　効果を引出すことに成功した（≪Romanzen　vom Rosenkranz≫）.　1800頃. sp. Troch.

　　はその最盛期に達しI Immermann≪Tulifantchen≫Heine≪Atta Troll≫, Scheffel

　　≪Trompeter von Sackingen≫, Grillparzer≪Der Traum ein Leben≫, Raimundなどの

　　叙事詩，劇詩に多く用いられた．多くweibl.であるが, Herder以来mannl.のVersschluB

　　もある.

B. 5-he!）igのVerszeile　　　　　　　　　　　　　　　　　･一

　ｴ　Vers commun (fr.。gewohnlicher Vers“）　　gereimt, jamb., mannl.かweibl.かによ

　　って10或は11音節．はじめ，第４音節（第2 Hebung)の後にZasurをもった.S0 laB den

　　Leib, Iトｎdem du bist gefangen. (Opitz)　15./16. Jh.,フランスで英雄詩，抒情詩に好ん

　　で用いられた(Ronsard).　ital. Endecasillaboと同系である. Alexandrinerと並ぶ標準的

　　詩行としてOpitzによってdt.に導入され. Barock初期に多く使用されたか次第にAlex.

　　に押のけられ，後に，より自由な形式Blankversとして生き残ること.になる. dt.ではZasur

　　の位置は比較的自由であったVom Steine ｌ der zu unverhofften Spiel. .. (Gryphius)

　2. Endecasillabo od. Hendekasyllabus Cくital.一span. ■くgr. heiideka ｊ１“，syllabe ｡Silbe“）

　■　vers communのital. ―span.変種．　特にital.で専らweibl.のReimをもつjamb.のＨ

　　音節として現われた.　ital.叙事詩に最も頻度の高い詩行でDante, Petrarca, Ariost, Tasso

　　に用いられ, Strophe形式(Sonett, Stanze, Terzine, Kanzone ｕ.ａ.）によってdt.に入

　　り，特に後期Romantikに　Alexandrinerとvers commun の代りに用いられた. 18. Jh.

　　後半以後今日まで最も広く行われるVerszeileの一つである. dt.には　ital.に於ける程，

　　weibl.のReimの種類が豊富でない為に, mannl. 10音節の形で多く用いられる. Zasurは

　　固定的でなく，たえず変化し任意にあらわれてよいので，多様な流動性をもつ詩行と言える.

　　z.B.:Drum tu wie ich und schaue, froh verstandig, / Dem Augenblick ins Auge ！Kein

　　Verschieben ！ (Goethe≪Marienbader Elegie≫）

　3，　Dekasyllabus Cくgr. deka ．10“) antik. Verszeile. jamb. ,10音節，第4音節の後にZasur.

　　dt.ではAuftaktをもつ, alterniered, 5-hebig, mannl.のVerszeileとして模倣されたが，
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　　より自由にZasurをもたずweibl.であることすらある. dt.のjamb･, 5-hebigのVerszeileは

　　直接的にはroman.　(vers commun, endecassilabo)やengl. (blank verse)の影響を強く

　　受けているので，名称に矛盾はあるとしてもＤ.をEndecasillaboの下に一括するのが普通で

　　ある.

　4. Blankvers　(engl.　blank verse 。reiner d. h. reimloser Vers“）　　5-hebig, akatalekt.

　　或はhyperkatalekt. , jamb., reimlosのVerszeile.　図式：．ご．ご．ごｕｊ．ごし）　z.B.:

　　To be or not to be, that ist the question. (Shakespeare)　Gefahrlich ist die Freiheit,

　　die‘ ich gebe. (Goethe), fr.のvers ｃｏｍｍｕｍはAlexandrinerに排除されたが, engl.文学の

　　中に･より自由なＢ.として生き続けた.　1542, Earl of Surrey が≪Aneis≫饌訳にはじめ

　　てＢ.を用いた. Reimはantik.肢事詩の品位を傷けると考えた為である．その後. Sackville

　　が戯曲≪Ferrex and Porrex≫1565に，これを採り上げ. Shakespeareとその同時代が芸

　　術的完成と普及に導いた．彼事詩(Milton≪Paradise Lost≫1667),一部抒情詩（Ｙｏｕｎｇ

　　≪Night Thoughts≫1774)でも優遇を受けた.

　　　18. Jh.半ば以降> dt.文学に導入された．　･はじめJ. E. Schlegel訳のCongreve≪Braut

　　in Trauer≫1748,その後Shakespeare, Miltonの龍訳に用いられた. 1757, Lessing.の勧

　　めでJ. W. Braweは，はじめてＢ．で≪Brutus≫,を書き, Wieland≪Lady JohannaGray≫

　　巧7でBjはDtl.の舞合に登場した･ Lessing≪Nathan≫’79以来AlexandrinerやSturm

　　ｕ.　Drang　の散文に代って) dt. Dramaに最も多く用いられる詩行どなった.一Goethe

　　≪Iphigenie≫，≪ＴａsSo≫; Schiller≪Don Carlos≫，≪Wallenstein≫，≪Jungfrau von

　　Orlean≫; Kleist≪Penth'esilea≫, Grillparzer, Hebbel, Hauptmannを経て現代にまで

　　到る. Metrumの強固な構造にもかゝわらず，その豊かな転調の可能性(Auftaktに0,1,

　　　２音節; mannl.とweibl. j gereimtとreimlos ； 時として２音節のSenkung ；Zasur の位

　　置ｆの自由な選択, Eniambement, Antilabe等）がＢ．に多様な内容の表現手･段としての適

　　卜応性を与えた．個々の詩人により，上.述の自由の適用の程度は異るが, Zasur, Enjambement

　　によってVerszeileの独立性が解消し，殊に5-hebigよりも短い或は長いZeile (2～4或

　　は6～7 hebig)が混ることもあって｡prosanahe“(Goethe), ,,lahiner FiJnffuBler“(Schiller),

　　｡barbarischer Vers“ (Platen)などの批難も行われた．　叙事詩ではＷｉｅ】ａｎｄ≪Geron,≫，

　　Liliencron≪Poggfred≫に用いられたが例外的である.

　5.　Serbischer Trochaus　　5-hebigのTroch.名称の起源はセルビアの, Stropheをもた

　　ない英雄詩の龍訳に用いられたことから．元来はweibl.のみであった. dt.では特にBurger,

　　Goethe≪Klaggesang von der edlen Frauen des Asan Ａｇａ≫，≪Die Braut von Korinth≫，

　　Platen, C.F.Meyer, Liliencron, Rilke, Ａ. Miegel;　Ｍ. Mell の譚詩・抒情詩に用いられ

　　た.

C. 6-hebigのVerszeile

　j.　　Alexandriner　6-hebig, jamb. 12音節（ｍ）又は13音節（ｗ），普通gereimtのVerszeile.

　　第６音節即ち第3 Hebungの後に固定的Zasurをもつ.　　　z.B.:Ich weiB nicht. was ich

　　will, I ich will nicht, was ich weiB. COpitz)　中央のDiareseによる二つの等しい部分

　　(3-hebigのJamb. )への分割は，Ａ.の性格を対当関係の表現に相応しいものとする．･，従

　　ってＡ,はEpigramm ； Sonett, Stanze による対照・比較に用いられる．　この傾向は２行の

　　Ａ.から或るCoupletに最もよくあらわれる．　　４Ａバ組でPaarreimのheroischer Ａ.と

　　Kreuzreimのelegischer Ａ.がある. roman.では固定されたAkzent が ２だけなので生き

　　生きしてい.るが, germ.ではHebungが勁かせないので硬直し生気のない印象を与え易い．
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｡Der Verstand wird ununterbrochen aufgefordert und　jedes Gefiihl. jeder Gedanke in

dieser Form wie in das Bett des Prokrustes gezwangt.“(Schiller)

Ａ.は11.Jh.,≪Pelerinage de Charlemagne≫にはじめてあらわれるが，その名称はaltfr.

Alexandereposに由来する．その後16. Jh., Pl^jade以後, fr.悲劇の古典的詩行であった.

dt.へはOpitｚ（＜Ｂｕch ｖ. d. deutschen Poeterey>!624)により，放事詩に於けるantik.

Hexameterの代りとして移入され, Barockの詩人に引継がれ.　ｎ ｡Jh. , 18. Jh.前半に主

導的地位を占め，特にSchlesienの詩人(Gryphius, Lphenstein)に用いられたか, Boc!mer,

Breitingerからは攻撃されたstrengなＡ．と並んで, ZasurやEnjambementめ取扱い

に関してfreiなÅ．かおり, Romantikerによって第４及び第８音節の後にZasurをもつ，

従って三分されたＡ．も作られた．叙事詩ではKlopfstock <Messias≫(Hexameter),劇

詩ではLessing≪Nathan≫(Blankvers)以後，八．はほとんど完全に消滅した．例外的に

F. Schlege!, Riickert, Geibel, Freiligrath, Kornerに，また　frei. A.としてSpittler

≪Olympischer Friihling≫に用いられた.

　Trimeter ( ―lat. Senarius)　一般的には３ Metra からなるすべてのantik. Verszeileを
－－

広つ． より詳しい名称なしには，特にak尽talekt.Jamb.のTrimeter,従って6-fu6igの

　Jamb.である.　　　Zasurは第５音節即ち第5 HalbfuBの後(Penthemimeres),より稀に第

　７音節即ち第7 HalbfuBの後(Hepthemimeres)にあり両者ともZeileを不等分する．

　り一りー・トぐー・－・-.　　antikのＴ.ではｇr.とlat.で多少の相違はあれ，各Dipodieの

　初め即ち第１，第３，第5FuBにLangeを置き，第6FuB以外のいたる所でLangeをKiirze

　に置き換えることが許され，きわめて多様な転調の可能性が与えられて居た．最後のJamb.

　をTroch.に置き換えたものがCholiambus (くgr. Cholos ｡hinkend“) od. Hinkjambeであ

　る．

　　Ｔ．は，はじめArchilochos (7. Jh. v. Chr. )等に用いられ' gr-劇詩の主要な詩行となり，

　その壮重な広がりと安定を特徴とした.　　Livius Andronicusによりlat.に適したSenarius

　として喜劇，悲劇に移され，後抒情詩(Catull, Horaz)ではｇｒ.の原形が用いられ, Phaedrus

　によりFabelに> AmbrosiusによりHymneに用いられた．

　　Ｔ．はdt.文学ではreimlos, 6-hebig,常にmannl.の（第２，第４，第6 Hebung に

　Hauptbetonungが置かれて, dipodischな区分柴もつ) Verszeileとして現われる. gr. ,lat.

　文学の龍訳に用いられたが，これによる詩作は比較的稀であった. 5-hebigのBlankversの

　方がdt.により相応しいとされた為である．乏しい例に, Goethe≪Faust II≫Helena-

　Akt,≪Pandora≫; Schiller≪Die Jungfrau ｖ. Orlean≫II. 6～8. Montgomery-Szene,

　≪Die Braut ｖ. Messlr!ａ≫IV. 8. Don Cesarの科白, Platen≪Die verhangnisvolle Gabe!≫

　ほか, Morike≪Auf eine Lampe≫, Spittelerの叙事詩が挙げられる.

3. Hexameter　　antik. Vers, 6 x Daktylus,第6Fueはkatalekt.最初の4FuBはSpondeus

　に置換え得るが，第5Fu6は例外的，意図的にのみSpondeusに置換えられる.（Ｈｏｍｅｒに於

　て50行に１度の割合でしか起らない.）　図式ぶya I -＼J＼.･ド四I /リード・antik.H.

　ではZasurの置かれる場所として次･のものがある.1）第３ Lange 即ち第5 HalbfuB の後

　(Penthemimeres) 2)第4 Lange即ち第7 HalbfuB の後(Hepthemimeres)と第2 Lange

　即ち第3 HalbfuS　の後(Tri themimeres)・3）第3 FuB の’第１Kiirze ，の後(kata triton

　trochain = gr. ,,nach dem ３，Trochaus“). Zasurも語の切れ目も置かれない場所は第4 FuB

　の第１ Kurze の後である(Homerで1000行に１度）.

　　Ｈ.はｇｒ.の叙事詩（Ｈｏｍｅｒ≪Ilias≫，＜Odｙsｅｅ≫), lat.の技事詩(Ennius, Vergil

　･≪Aneis≫，０ｖid）に用いられたほか，田園詩・抒情詩・教訓詩・謳刺詩にも用いられ, lat.
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　H.は. gr.H.に比しSpondeusの多用と, Zeileの終りでのVersとWortのAkzentの一致を特

一徹とする．　ＭＡには. PenthemimeresとZeileの終りがReimで結ばれたLeonischer Ｈ.（ｚ.

　Ｂ.:Post cenam aut st必むaut passus mille nieabis)が盛んに用いられた.

　　1350頃, dt.文学に入り. Humanismus (Klai, Konrad, Fischart)はantik. H.を手本

　とし詩行の終りにのみ自然のBetonungをもつ. quantitierendのＨ．を試みた. z.B.:（:）

　Vat6r uns6r. der Du die 6wig W6hnung. ..　17.Jh･，二，三の実験的作品が現われた娠，

　18.Jh.になってGottschedの示唆で再び注目され. Klopfstock≪Messias≫1748はＨ.に

　よってAlexandrinerをdt.叙事詩から追放した．　　　その後, E. V.Kleist (Auftaktをも

　つH.), GeBner, VoB (Homer願訳，≪Idyllen≫), Goethe≪Reineke Fuchs≫,≪Hermann

　u. Dorothea≫; Schiller(思想詩), Hebbel≪Mutter ｕ. Kind≫, G. Hauptmann≪Anna≫，

　≪Till Eulenspiegel≫; Wildgans≪Kirbisch≫等，特に叙事詩の重要な詩行でありながら，

　その構造がdt.に不適当であるとの拒否的な意見もあり(Lenau, Lingg, Spitteler),特に

　Zasurにっいてのantikの規則がdt.にも妥当するか否か，今日尚論争が続けられている．

　　ゆるやかなＴｅｍｐｏ，各Hebungに置かれる比較的重いBetonungi絶えず力強く前進する

　幅広い動きをもつＨ.の本質は，次のＨ.の中によくあらわされてい,る.　Schwindelnd tragt

　er dich fort auf rastlos stromenden Wogen, / Hinter dir siehst du. du siehst vor dir

　nur Himmel und Meer. (Schiller)

4. Pentameter　　　一般的には５ MetraからなるすべてのVerszeile.実際には，特に所謂

　elegischer Ｐ.を指す．Ｐ．の名称にも力いわらずDaktylus 6 から成り，第３，第6FuBが

　Senkungを欠く，つまりkatalekt.である．　ｊ４･：ド四ド|ドー：ドlｕり4l　gｒ.では5

　Metra　j－lj・ｕ.ド引々刻－ｊ　即ち　2 Dakt. ＋1 Spond. ＋２ Anap. で弗るが, dt.

　では6-hebigである. z.B.:Sei es mein einziges Gliick, dich zu beruhren. (Goethe)

　Hebur!g 2 の出合う場所に，不動のDiarese (特に!nzisionと呼ばれる･）が置かれる. antik.

　Ｐ.では前半でのみDakt.をSpond.に置換えることが許された．　Ｐ．はHexameterの前進・

　高揚をあらわさない．２度のKatalexによるRhythmusの中断は，不安・心痛・動揺・興奮な

　ど激しい心情の勁き，更に並行する対句の形での対応・比較を表現するのに相応しい.

　“z.B.:Zeigtmir der Freund, was ich kann. ‖lehrt der Feind, was ich soil. (Schiller)

　Ｐ.がmonostichtisch*に用いられ,ると単調すぎるｍ象を与えるので，非常に稀で> Hexameter

　と共にdistichtisch*にDistichonとして用いられる．

5.　Distichon (くgr. dis十stichos)　　VersmaBの異なる２種のVerszeileから成る．特に

　Dakt.のHexameterとPentameterの結合乃至規則的交替から成り、Elegeion od. elegisches

　Distichonとも呼ばれる. Im Hexameter steigt des Springquells flussige Saule、/Im

　Pentameter darauf falltsie melodisch herab. (Schiller)にその本質が規定されるが、上昇

　と下降に加えて、Ｐ．の鋭いZasurと　2 Hebungの衝突による二分性が特徴的である．動揺

　しながら拠り所を求める心情の表現に相応しく、antik. D.は屡々Elegieに、またEpigramm、

　Epitaphに使われた.

　　dt.では、はじめてFischart、Klajにgereimtで、Gottsched以後はreimlosに用いられ

　た.　　Klopfstock、Schiller≪Der Spaziergang≫、Goethe≪Romische Elegien≫；

　≪Xenien≫; HfilderlinべMenons Klage≫、≪Der Wanderer≫、≪Brot ｕ. Wein≫.

?* monostichtisch　同、のVersの反復；　d､istichdsch　2種のVersの交替（くgr. stichos､｡Versり
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D. 8-hebigのVerszeile　　　　　　　　　　　　　犬

　1.　Nibelungenvers　Nibelungenstropheとほとんど区別なく用いられる．　mhd.英雄叙事

　　詩の主要な詩行, Nibelungenliedに用いられてこの名称がある. 1 Stropheは４ Langzeile

　　(od. -vers)から成り. Langzeileは夫々4-hebigの,2 Kurzzeile Cod. -vers, od. Halbzeile

　　　:Anvers, Abvers)に分れる.　　　　Zeile l～3のSchemaは（ｘ）べX i XX I ―べ||

　　（ｘ）ぼχべｘぼ△トz.B.:Ich zoch mir einen valken　.mere danne ein jar　Zeile

　　4はVersschluBで拡大され，そのSchemaは（ｘ）lgｘlムI - I X II(x)べX I XXぼｘ「£

　　z. B.:hat er sichs gerumet　　ez get im waerlich ah den lip　　AnversのKadenzはた

　　いてい(k), AbversのKadenzはＺ．１～3 (s), Z. 4で（Ｖ）である. Auftaktは自由（０，

　　１，２音節)> Senkungが脱落し，そのためHebungが続くこともあり得る．時にZasurreim

　　が現われるが，その際KurzzeileのReimの順序はababcdcaとなる．

　　　その成立は充分に解明されていないが，口承によるahd. LangzeilenstropheがKurenberger

　　を経て，Ｎ．として構成されたと仮定される．ＭＡ後期に広く普及したHildebrandston

　　CZasurreim,第4 Abversも（s））へと変化し教会と世俗のLiedに生き残った．多くの変種，

　　Hildebrandston, Wa】ther-Hildegunde-Strophe, Kudrunstrophe, Rabensch】achtstrophe

　　がある.

　　　Romantikに於けるその復活形式は, hyperkatalekt; , jamb. , 3-hebigとakatalekt.

　　jamb. , 3-hebigの連続から或る6-hebigのVerszeileである．図式：り一り一りー嗣|・－りーり－

　　z.B.:Es stand in alten Zeiten ein SchloB so hoch und hehr. /Weit glanzt'‘ es uber

　　die Lande bis an das blaue Meer. (Uhland)

　2レTetrameter (lat. Oktonarius)　antik. MetrikではJamb.又はTroch.又はAnap.

　　の４ Metra から成るVerszeile或はKretikus又はBacchius 4 から成るVerszeile-　よ

　り詳しい名称がない場合は，たいていkatalekt. , Troch.のＴ．或はSeptenarに対して用い

　　られた．　　－・－・｜－・一司卜・－・｜－・－　　Zasur は多く第.2 Dipodie の後にある. gｒ･

　　喜劇・悲劇の中では対話に用いられたが，後それはTrimeterに代えられた.

　　　dt.文学ではOpitz, Gryphius, Logauにgereimtで, Goethe≪Faust ｎ≫のHelena一

　　Akt, A.W.Schlegel≪Ｉｏｎ≫, platenの喜劇，≪Das Grab im Busento≫; Ruckert, M.

　　W.Muller, A. Grun, Freiligrathにgereimt又はreimlosに用いられた.　z.B.:Ja,

　　auf　einmal　wird　es　duster, ohne　Glanz　entschwebt･ der　Nebel, / Dunkelgraulich,

　　mauerbraulich. Mauern stellen sich dem Blicke.. . (Goethe)

　3. Oktonar　　一般に8-fu6igのantik. Verszeile. lat.では特に次の３種が行われた.

　　a) akatalekt., jamb. Tetramater

　　b) akatalekt., troch. Tetrameter=Oktonar→Tetrameter

　　　　katalekt. , troch. Tetraineter=Septenar←

　　ｃ）より稀にanap.のTetrameter　　rom.喜劇の詩行. lat.からdt.への願訳に用いられ

　　　た.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.，

　4. Septenar　　完全なVersfuBの数７凭からの名称, lat.ではすべてのKiirzeは最後のも

　　のを除いてLangeに置換えられる．第4 Fu6 の後の固定的Zasurの他に，歴々第2FuBの

　　後にNebenzSsurが■かれる. rQm.劇の対話詩行，帝政時代の民衆文学，初期キリスト教聖

　　歌に用いられた. dt.文学への影響については→Tetrameter

E. Hebungの数不定のVerszeile

　1. MadrigaK-vers)'(くital. mandriale 。Schafergedicht“ ； mandra･,,Herde“）本来は牧人
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　　によって歌われたLied.　14.Jh.以来イタリアの抒惰詩人(Petrarca, Sacchetti, Donati)

　　によって短い田園詩的・牧歌的Kunstliedに作りかえられたが，明確な形式規定をもたなかっ

　　た．たいてい７音節と11音節が不規則に交替し，行数. Reimの配置ともに自由で■ Waise

　　を混えてもよく. Stropheを作らない.15 Zeile を越えるものはMadrigalonと呼ばれた.

　　16. Jh.には形式が，一応より固定し, Terzett X 3, Reimpaar X 2　abb cdd eff gg hh と

　　なった．イタリアでは，はじめ伴奏つき，後に伴奏なしで歌われた. ital. BarockのSingspiel

　　と共にフランスその他諸国に伝わり, Dtl.では1596, H.L.HaBlerの収集以後，普及をみた．

　　本来音楽と密接な関係をもち, Singspiel, Oper, Oratorium, KantateのArie, Rezitativ

　　(J.S. Bach u. a. )に用いられたが，音楽と離れてもBarockのVerszeileを通じEpigramm

　　の形式として発展し，その後抒情詩に，特にAnakreontiker, Romantikerによって模倣され

　　た.　dt.では詩行の長さは不定, gereimt又はreimlosである. Hagedorn, Gotz, Gotter,

　　VoB, Goethe (Leipzig時代のLied,≪Faust l≫) A.W.Schleeel, Platen, Uhlandに

　　用いられ，多様な変化の可能性をもって近代にいたるまでdt.抒情詩に地歩を固め･だ．その際

　,Senkungが１音節に制限され，主としてalternierendに用いられてI Freie Verseとの境界

　が不明瞭になった.

2. Freie Verse　(fr. vers libres)　この概念は必ずしも明晰ではない（特にMadrigal及び

　freie Rhythmen との区別に関して）が，少くとも次の２種の，歴史的には相互に無関係の

　Versを指す.

　a) fr.文学で，種々の長さを持ち，しかしそれ以外の点では規則的構造の，通してjamb.或

　　はtroch･，常にgereimtのVerszeile. ital. Madrigalにはじまり, La Fontaine≪Fabeln≫，

　　Moliere≪Amphitryon≫を経てDtl.では18. Jh., Gellert, Hagedorn, LessingがFabel･

　　に, Wielandが≪Komische Erzahlungen≫，≪Ｏｂｅｒｏｎ≫に用いた．適応性に富む，きわ

　　’めて流勁的な形式で, Hebungの数, Zasurの位置> Enjambement, Reimschemaの変化

　　によって，きびきびした律動的緊張感を持ち得る.

　b) Metrumに関する如何なる規則をも持たず，従ってFiillungもまた不定，僅かにReim

　　によってfreie Rhythmen, Prosaと区別されるVerszeile.このReimも時としてAssonanz

　　に置換えられ，或は全く放棄されることもある.

　　　19. Jh.末, W. Whitmanの影響下にSｙmb011stたち(Rimbaud,･Laforgue, G. Kahn)

　　に用いられ，当時活溌に論議された(Mallarme, Verlaineは強く否定的立場をとった.）

　　Dtl.ではE.Stadler, F.Werfel等に用いられた.

3. Faustvers　　Madrigal又はfreie Verseは，既に早くからDramaの中にとり上げられ

　(z.B.:Gryphius≪Catherina ｖ. Georgien≫), Aleχandrinerの強固な連結をゆるめ，独

　白・対話に緊張と変化を与･えるのに役立った. Goetheはjamb.のMadrigalをgereimt又

　はreimlosに，特に≪Faust≫の中で使用した．従ってMadrigalのこの亜種をFaustvers

　と呼ぶ．　Ｆ．はこの作品のMet rumとRhythmusの全体的な印象と性格を決定し，広汎

　で流動的な基盤を形戊して，他の多くのZeileとStropheの形式(Knittelvers, Lied, antik.

　VersmaB u. a. )を結合わせる事を可能にした. Hebungの数は大体４乃至６である.

4.　Freie Rhythmen　Metrum に就いて完全に何の拘東をも受けないが，力勁的Rhythmusを

　特徴とする．長さは任意であるがHebungの数はたいてい３乃至4
>
Fiillungの数も自由で，

　reimlosで･ある. Stropheを形成しないが. Versとしての性格を強調するため，詩人によっ

　て> Sinnに従い種々の大きさのVerszeile群に区切られることがある. rhythmische Prosa

　との相違は，上述のあらゆる不規則性にかゝ,わ.らず，ほｙ等しい間隔をもつHebung, Verszeile
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　　相互の対応･ gr.の詩人PindarのDithyrambeに加るその陶酔的な性格にある.　f.R.に

　　は, Schemaによる　Betonungの指示がない為に困難ではあるが，共感に満ちた朗読により

　　輪郭が与えられる事が必要である.　Liedのもつ親しみ易さはないが．拘われない柔軟さを

　　もち，自由な感覚の表現，壮重・悲壮・崇高なStilに相応しい. Opitzの規範的詩学からの

　　感情の解放を意識し, Stropheを持たぬPsalmの形式にならい, Klopfstock C≪Der Allge-

　　genwartige≫1758,≪Fruhlingsfeier≫1759)により，創始され，更にGoethe≪Ganymed≫，

　　≪Mahomets Gesang≫，≪Prometheus≫; Halderlin≪Hyperions Schicksalslied≫，

　　Novalis≪Hymnen an die Nacht≫, Heine "^Nordseebilder≫　に用いられ, Nietzsche

　　≪Dionysos-Dithyramben≫, Lingg, Scheffel, Saar, Holz, Rilke≪Duineser Elegien≫，

　　Lersch, Werfelに到った．抒情詩の形式に関する, dt.文学からの数少ない貢献として20.

　　Jh.に非常に大きな影響を与えている.

F. Antik. Verszeile

. 1. Adonischer Vers od. Adonius　図式：－りりービ＊　z.B.:Purpurne Meerflut (Weinheber)

　　Adonis悼歌からこの名称がある. Sapphische Strophe の最終行に用いられ) Hexameterの

　　終結部の説明に用いられる.

　2. Alkaischer Vers od. alkaischer Hendekasyllabus　図式：ｇ二．乙・ド・．乙・乙　z.B.:

　　Nur einen Sommer gonnt, ihr Gewaltigen (Holderlin)　alkaische Strophe の初め２行

　　に用いられる.

　3. Asklepiadaischer Vers　図式：二口乱．こ･ドＱ．二・血　2.B.:SchSn ist, Mutter Natur,

　　deiner Erfindung PrachtべKlopfstock)　前半を第2 Pherekrateus, 後半を第1 Pherekrateus,

　　と呼ぶ．（これはAsklepiadeus minor であり，中央にChoriambusを挾んだAsklepiadeus

　　majorかおる．乙・乙・．こい・．こい・・乱血) A. minorはAsklepiadaische Strophe に

　　用いられる.

　4. Glykonischer Vers od. Glykoneus　2音節のKiirzeの位置により番号が附され，第１ Ｇ．

　　乙・．こｰ・！・嗣　第２ Ｇ． ムｇｊ・．乙・仏　第３ Ｇ． 二２二ｇ二り．乙．　基本形たる第２ Ｇ．は

　　askleipadaische Strophe の最終行に用いられる. z.B.:Auf den Fliigeln der Morgenluft

　　(Kloofstock)　　　　　　　　’･

(昭和45年９月28口受理)

＊　antik. Versのmetrisches Schema に於ける（s£）はAnceps (くlat.。doppelkopfig, /weiseitig

　zweideutig“）即ちLiingeとKurzeのいずれをも許容する音節に対する記号である。
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